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   伊豆沼から全国へ超元気を発信する協議会(since2008) 

＜目指す姿＞ 

 ①農業や食文化を守り育てる地域 

 ②環境保全と産業振興が共存する地域 

 ③人と自然が一体となる地域 

＜方策＞   

 ①次代を担う子供たちに食農、環境の大切さを伝え、思いやりのある
人をたくさんつくる 

 ②多くの経験を持った高齢者が活躍する場をつくり、生き甲斐を持た
せる 

 ③観光、交流、ものづくりの拠点となり、全国へ情報を積極的に発信し
、誘客をはかる 
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伊豆沼周辺の豊かな資源（人、モノ、環境）を、さ
まざまな角度から調査研究し、新たな価値を創
造する。そして、この地域に住む人々が自信と誇
りを持ち、その価値を次世代に繋ぐことを目的と
する。 

①地域のなにげないものに価値を見出す  （好循環） 

②地域を誇りに思う人がたくさん出来る 

③地域の価値ある情報を発信したくなる 

④他地域住民が集まる⇒新たな価値創造の好循環 

⑤地域住民と都市住民との交流が始まり感動に変わる 

新しい農村産業が出来上がる 
2013/8/25 有限会社伊豆沼農産 4 

「あるものさがし」 



交流プログラム・メニューの開発・試行・実施 
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食農環境教育インタープリター「つなぎ人」の育成 
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田んぼの生物多様性向上１０年プロジェクト 
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地域特性・資源を
活用した事業 

地域の雇用機会の
創設する事業 

日本農業の発展と農村産業
のモデル事業 

子供たちが食育、環境
教育を体験できる事業 

地域の自然環境と
調和する事業 

オンリーワン産業 

農業 

食農・環境教育 
六次産業 

古老の活用 

これからの事業戦略 

自然エネルギー活用 


